
東日本大震災津波伝承館の令和元年度事業実績及び令和２年度事業計画について 

 

事業方針 【事業区分】 【目的】 【令和元年度事業実績】 【令和２年度事業計画】※下線は新たな取組み 

 

 

Ⅰ 展示事業 
 

将来の震災・津波災害から
自分の命を守るための効果的
な学びの場を提供 

１ 常設展示及び解説員による分かりやすい解説の実施 
(1) 展示施設の維持管理 
(2) 解説員研修 
(3) 展示解説 
(4) 展示の一部更新 
２ 企画展示の実施（４回） 

第１回「3.11伝承ロードへの誘いⅠ」（10/５～11/15） 
 第２回「3.11伝承ロードへの誘いⅡ」（12/11～1/13） 
第 3回「岩手県大槌町定点観測 大槌高校×神戸大学」（2/17～3/5） 
第 4 回「大震災津波から９年～自然災害を乗り越える～」（3/17～

5/31、4/12～5/24は休館のため休止） 

１ 常設展示及び解説員による分かりやすい解説の実施 
新型コロナウイルス感染症対策の徹底※ 

(1) 展示施設の維持管理 
(2) 解説員研修 
(3) 展示解説 
(4) 展示の一部更新 
２ 企画展示の実施(４回） 

第１回 解説 ゾーン 1-2「津波堆積物剥ぎ取り標本」（6/11～7/8） 
第 2回 解説 ゾーン 2-1「東日本大震災津波の時間経緯」（仮）（9/8～10/11）予定 
第 3回 解説 ゾーン 3-3「避難行動の事実」（仮）（12/11～1/7）予定 
第 4回 未定（東日本大震災津波発災から 10年）（3/6～4/11） 

 

 

Ⅱ 教育・普及事業 

 

子どもから大人まで幅広い

層のニーズに応じた学習プロ
グラムを提供するとともに、
震災伝承に関わる人材を育成 

１ 利用者層に応じた学習プログラムの作成 

(1) 中高生向け「震災津波伝承ノート」の作成 
(2) 来館者一般向け「未来をつくる」ワークブックの作成 
(3) いわての復興教育副読本「いきる かかわる そなえる」への協力 
(4) ワークショップの指導 
(5) 気仙管内の県立高校との意見交換の実施 
２ セミナールーム等を活用したイベントの実施 
(1) セミナールーム等で企画展示のテーマに合わせたイベントや講座

等を実施（８回） 
３ 復興教育関係研修会への参画 
(1) いわての復興教育・防災教育研修講座 
(2) 県内小・中学校復興教育研修会 

１ 利用者層に応じた学習プログラムの作成・実施 

(1) 小学生向け「震災伝承ノート」の作成 
(2) 中高生向け「震災伝承ノート」を配付、見学のサポートや学校での振返り授業等での活用 
(3) 一般向け「未来をつくる」ワークブックの配付、展示解説での活用 
(4) 県内の小・中・高等学校を訪問し、学校ニーズに応じた、伝承館の利活用の推進 
(5) 来年度整備予定の野外活動センターと連携し、児童・生徒向け学習プログラムの検討 
２ セミナールームを活用した学習講座、語り部の講話等 
(1) いわて TSUNAMIメモリアル講座（企画展示関連講座、語り部講話等）  
(2) 共催展（関係機関、各種団体等） 
(3) 映画等上映会 
(4) ワークショップ・体験イベント等 
※ 実施については、新型コロナウイルスの動向を見ながら検討 

３ 復興教育関係研修会での利用促進要請 

(1) 復興教育関係研修会での当館の積極的な利用の呼び掛け 

 

 

Ⅲ 広報宣伝事業 
 

国内外からの誘客促進とと
もに、震災の伝承及び復興と
感謝の発信に係る情報を大学
等とも連携しつつ発信 

１ 情報発信 
(1) ポスター作成・配布 
(2) ホームページによる情報発信 
(予約情報、企画・イベント告知、お知らせ、震災語り部等の紹介) 

(3) ＳＮＳによる情報発信 
２ 教育旅行の誘致 
(1) 岩手県教育旅行誘致説明会(大阪会場) 
 
３ その他誘客促進 
(1) 三陸防災復興プロジェクト 2019との連携 
(2) 都営地下鉄広告 

(3) リーフレットの作成 ほか 

１ 情報発信 
(1) 報道機関への情報提供によるパブリシティ 
(2) ホームページによる情報発信 
(3) ホームページの多言語対応 
(4) ＳＮＳによる情報発信 
２ 教育旅行の誘致 
(1) 岩手県教育旅行誘致説明会（東京、札幌、大阪会場） 
(2) 各種媒体を通じた働きかけ 
３ その他誘客促進 
(1) リーフレット作成（日・英・中・韓） 
(2) 伝承館紹介動画制作 

(3) 都営地下鉄広告 

 Ⅳ 連携事業 展示事業、教育・普及事業
及び広報宣伝事業の内容を充
実・発展させるため、大学、
類似施設等との連携を推進 

１ 海外、大学、関係機関との連携 
(1) 文化遺産国際協力コンソーシアムの国際協力調査（インドネシア）

への参加(R２年１月) 
(2) インドネシア・アチェ州のフィールドワーク調査への参加 
２ 県内及び被災４県の震災伝承施設の取組 
(1) 震災伝承ネットワーク協議会 
(2) 一般財団法人 3.11伝承ロード推進機構 
(3）オープンディスカッション「災害とミュージアム 」への参加 

１ 海外、大学、関係機関との連携 
(1) 岩手大学、東北大学との連携 
(2) 海外津波博物館との連携等による国際会議の開催 

※ 開催については、代替案を含め、新型コロナウイルスの動向を見ながら、海外博物館と協議・
調整の上、検討 

(3）岩手県立大学の地域協働研究を活用した「伝承館を拠点としたゲートウェイ機能に関する調査」 
２ 県内及び被災４県の震災伝承施設の取組 
(1) 「震災伝承施設」追加登録に伴う展示施設の時点更新 
(2) 3.11伝承ロード推進機構の取組と連動した情報発信 

資 料 １ 

※ 新型コロナウイルス感染症対策の取組状況 

来館者及び職員のマスク着用の徹底、検温（サーモグラフィーカメラの導

入）、手指消毒（消毒用アルコールの設置）、受付のアクリル板設置、空調換気

及び自然換気、職員による展示設備等の消毒、共用端末等の利用停止、書籍の

閲覧停止、床２ｍ間隔のマーク表示、シアター席等の間隔確保等 
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